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　世の中には数えきれない位の会社があります。仕事の内容もそれぞれ違いますし、もっと違う
のは会社の名前“社名”です。なかには『あれ？』『なんで？』どんな意味があるのだろう。誰が、
いつ考えたんだろうと思うような社名もありますね。そこで、このコーナーではそんなユニークな
社名の秘密を皆さんに紹介してゆきます。

寒
に
入
り
、
厳
し
い
冷
え
込
み
が
つ
づ
い
て
お
り
ま

す
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

新
年
を
迎
え
て
か
ら
初
の
倶
楽
部
通
信
の
発
行
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
も
コ
ー
セ
ン
は
地
域
の
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て

行
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　昨
年
十
二
月
初
旬
か
ら
降
り
出
し

た
雪
は
、
断
続
的
に
積
も
り
、
鳥

取
県
の
山
間
部
で
も
記
録
的
な
積

雪
量
に
な
り
ま
し
た
。

一
月
初
旬
の
ア
メ
ダ
ス
積
雪
深
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
一
位
は
や
は
り
新

潟
県
津
南
の
三
五
三
㎝
で
す
が
十

五
位
に
鳥
取
県
大
山
二
三
三
㎝
が

入
っ
て
お
り
、
他
県
に
ま
け
ず
積

も
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。こ

の
た
め
屋
根
の
雪
降
ろ
し
、

除
雪
の
注
文
が
正
月
休
み
明
け

に
殺
到
し
雪
と
の
格
闘
が
始
ま

り
ま
し
た
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
雪
降
ろ
し
中
の
事

故
が
多
発
し
て
い
る
の
で
命
綱

を
使
用
し
て
安
全
な
作
業
を
心

が
け
ま
し
た

。

　

絶滅や自然生態系の衰弱を防ぐ
為地域の人たちの自然と関わる
基本的なルールや技術を深めま
しょう。

渓谷や崖に孤立的に生育する落
葉小高木。
花は６月ごろ咲く。

高山の草地に生育する
　花は７月～８月

【サントリー】
　第2回目は、このたび江府町に進出し、水工場を建設することが決定した、サントリー株式会社
です。
　創業は明治32年（1899年）に｢鳥井商店」として誕生しました。　しかし大正10年（1921年）に「寿
屋」と改称し昭和38年まで続きます。　昭和4年（1929年）に初の国産ウイスキーを発売しました
が、そのウイスキーのブランド名が「サントリー」だったのです。
　これは創業者鳥井信治郎社長の姓（トリ）とお父さんお母さんなら良く知っている同社発売の国
産第1号ワイン『赤玉ポートワイン』の『赤玉』を赤い玉で太陽とし、これを英語読みでｓun（サン）と
組み合わせ、昭和38年（1963年）これを社名といたしました。
　創業者の鳥井社長、鳥取県の『鳥』と少なからず因縁があったのでしょう。

工事名　：　一般国道482号道路改良工事（１工区）
現場代理人　：　小笠原　憲義
工事概要　：　施工延長L=300ｍ
　　　　　　　擁壁工　盛土　排水工　路盤工などが主な仕事です。

１２月の大雪以来毎日のように朝の除雪で作業が始まっていま
す。
補強土壁工（盛土とコンクリートパネルを組み合わせた擁壁）も終
了間近となりました。あと下層路盤とガードレールの設置で工事
完成となります。３月末の工期内完成に向かってがんばっていま
す。

　昨年5月に商工会青年部有志6人で結成されました。
　現在は７人で活動されており、最近では昨年淀江町
(米子市)で開催された、逸品まつりのオープニングセレ
モニーでの演奏、今年は１１日に山村開発センターにて
新年祝賀会での演奏をしました。
　今後の活動予定として、｢南大山十七太鼓｣にちなんで
メンバーを１７人にし、新曲も作成し、いろんなイベント
に参加していこうと思っているそうです。
　毎年８月１７日に開催される江尾１７夜の祭りでは、必
ず演奏されるそうです。
 　勇壮な表情の南大山の荒々しく男性的な演奏をぜひ
１度聞いてみてはいかがですか。
　

コ
ー

セ
ン
社
員

川
端
陸
嗣
君
で
す

１１月上旬の現場状況

まだ雪が無いこのころが
懐かしく思えます。

１月現在の作業状況

積雪の中除雪しながらの作
業。手がかじかみつらい作
業です。

雪の中擁壁の型
枠が完成

好天を待ってコ
ンクリートを打
設します。
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　　　　　　　これで暮らし安心・　住まいる『★何でもお任せ隊★』
　

　
　
　

　建物に関するあらゆる困りごとを解決します．とにかく、まず一度ご相談下さい
　
　　　　　　　　　　世帯主が60歳以上の　　　　　　　　　　　　　　　　 シニア家庭会員以外の
　　　　　　　　　　　　家庭が対象です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　家庭が対象です。
シニア家庭会員 一般家庭会員

月会費３００円（材料・手間代は別料金となりま
す。)

①お手伝い料金は非会員より割引価格となり
ます。

②②　弊社の資材を格安に提供いたします。
③お電話一本で、いつでもご相談･お見積り
に伺います。
④年１回、希望の方は『お宅の無料健康診
断』を行います．

月会費８００円(材料・手間代は別料金となりま
す。)

①ご用の有無にかかわらずお宅を3ヶ月に一
度定期訪問させて頂きます。
②お手伝い料金は非会員より割引価格となり
ます。

③弊社の資材を格安に提供いたします。
④お電話一本でいつでもご相談・お見積に伺
います。
⑤年1回の希望の方は｢お宅の無料健康診断｣
を行います。

こ
の
倶
楽
部
通
信
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た

ら
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
今
後
の
倶
楽
部
通
信
に
ど
ん
ど
ん
取
り

入
れ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
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倶
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ま
で

　　　　　おぐら　ふくじ
名前：　小椋福治さん
生れ：　1929年（昭和4年）
住所：　日野郡江府町下蚊屋

欅　飾盆

黒柿　棗 黒柿　茶托欅　茶櫃 槐　茶筒

直径90㎝もある超特大飾盆
めったにお目にかかれない代物。
御値段は10万円見当

曲線の美しさと黒柿のコントラスト
が映える逸品。

くろがき　なつめ けやきちゃびつ えんじゅちゃづつ くろがきちゃたく

けやきかざりぼん

蓋の細かい細工はまさに匠の技
木目の模様がさらに技をひきたてる。

堅く、魔よけになると言われる
えんじゅの木で製作された茶筒。
模様、色合が美しい。

形、色、模様、風合どれをとっても
文句のない逸品。

このコーナーでは日頃ふれあうことの少なくなった
手工芸品を紹介し、すばらしい匠の技、ふるさとの
素晴らしさを今一度実感していくコーナーです。

　第１回目は江府町下蚊屋の小椋福治さんです。
　小椋さんは昭和５９年から木工芸を始められ、今や県内の工芸品
のイベントがあれば各地に出品する鳥取県でも有数の名工です。
　先日は米子市の国際ファミリープラザで、手工芸品を扱った展示
会「匠の技」に出品。ＪＡ鳥取西部の「米子アスパル」でも作品を販
売されています。かつては江府町の小学校の入学祝いの記念品
（木工芸品）を8年間に渡り製作していたそうです。
　現代を未来に語る品物として写真のような作品をぜひ所有したい
ものですね。

平
成
十
八
年
五
月
三
十
日
ま
で
に
造
園
工
事
を
ご

注
文
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
限
り

在
庫
庭
石
を

『
無
料

』
（
送
料
は
別
途

）
で
さ
し

あ
げ
ま
す

。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
無
く
！

江府町　K様邸
この工事は老朽化した母屋2階のトイレを改修
する工事。2階お客様の要望で1階に音が聞こ
えないよう厚い遮音ゴムシートを床に設置し音
の軽減に努めた。さらにドア上部の壁をすりガ
ラスにして昼でも暗かった廊下が明るくなり、板
張りなので木のぬくもりがしてよいとお家の方
に喜んでいただいています。

　
今
年
一
月
二
十
日
に

安
来
市
に
オ
ー

プ
ン
し
た

ば
か
り
の
安
来
節
演
芸

館

。

　
郷
土
伝
統
芸
能
安
来

節

、
ジ
ゲ
の
味
ど
じ
ょ
う

料
理
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

　
演
芸
館
で
歩
き
つ
か
れ

た
ら
お
隣
の
さ
ぎ
の
湯
温

泉
で
疲
れ
を
癒
し
て
み
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う

。

　
又

、
お
帰
り
の
際
は
足

立
美
術
館
で
名
園
に
つ
つ

ま
れ

、
名
画
に
染
ま
っ
て

み
て
は
い
か
が

。

DATA
○島根県安来市古川町
　　山陰道安来ICから県道45
　　号線にでて広瀬方面へ約
　　15分。
 
  電話番号　　0854-28-9500
  営業時間　　10：00～18：00
  駐車場　　　　有り
　入場料　　　1800円

いつでも生の｢安来節｣を
みて・聴いて
安来自慢の｢どじょう料理｣
に舌鼓
行ってみてごしない。


